くまもとベンチャーマーケットin大阪梅田　発表企業事業紹介

	会社名
	合資会社　高田酒造場
	設立年月
（新分野進出）
	　　　1959年　7　月
（　　　―　　　）

	
	会社URL
	熊本県球磨郡の【合資会社高田酒造場】は、人気の球磨焼酎やオススメの米焼酎・花酵母の焼酎など、通販も対応 (takata-shuzohjyo.co.jp)
	
	

	事業名
（テーマ名）
	伝統産業球磨焼酎を広めるための新たな挑戦

	参加目的
	販路開拓、

	【商品・サービスの概要】

高田酒造場は球磨郡あさぎり町で明治35年から続く、小さな球磨焼酎メーカーです。創業当時から受け継ぐ、石倉の麹室と地中に埋まる大きな和カメを使い、人吉球磨や九州内の米で球磨焼酎を造ってきました。昔ながらの造り方を続けつつ、20年以上前から「花酵母」などの新たな仕込みにも挑戦しています。花酵母の商品である「あさぎりの花」は今年、全国各地の酒屋さんが主催している、酒屋が選ぶ焼酎大賞にて優秀賞を受賞しました。
2018年にはスピリッツ免許を取得し、クラフトジンの製造を開始しました。クラフトジンを造る際のベーススピリッツはもちろん、自社で製造した球磨焼酎。ボタニカルには熊本の特産品である、「晩白柚」や「不知火柑」などの柑橘の皮。熊本市内のバーテンダーさんたちにご協力いただきながら、熊本を1本のビンの中にギュッと閉じ込めたクラフトジンが完成しました。東京ウイスキー＆スピリッツコンペティション2021では最高金賞、2022年には3年連続金賞以上受賞ということで殿堂入りをしました。また、2020年。コロナでパンデミックを起こした際に消毒液不足になった際には、スピリッツ免許を活かしいち早く消毒用エタノールの代替品の製造を行いました。現在はスピリッツ免許を活かし、熊本県内で栽培されたサトウキビの搾り汁を使って、アグリコールラムの製造も行っています。熊本の産物を、魅力をこれからもお酒というものを通して表現し広めていきたいです。
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